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『
魏
志
』 

倭
人
伝
と
『
日
本
書
紀
（
以

下
『
書
紀
』
）
』
は
『
ナ
ゾ
の
書
』
と
呼
ば

れ
、
な
か
な
か
解
読
で
き
な
い
。
こ
の
二

書
が
関
係
す
る
な
ど
と
い
っ
た
ら
、
変
人

扱
い
さ
れ
そ
う
だ
。
し
か
し
、
不
便
な
こ

と
が
あ
る
。
「
倭
国
」
の
範
囲
が
は
っ
き

り
し
な
い
の
だ
。
と
く
に
邪
馬
台
国
は
九

州
で
あ
る
と
か
、
い
ま
の
奈
良
県
の
辺
り

（
と
り
あ
え
ず
大
和
と
し
て
お
く
）
だ
と

か
、
あ
る
い
は
岡
山
だ
と
か
、
い
ろ
い
ろ

な
地
に
比
定
さ
れ
る
が
、
い
ま
だ
に
定
説

は
な
い
。
対
馬
国
か
ら
奴
国
・
不
弥
国
の

辺
ま
で
は
九
州
と
し
て
間
違
い
な
い
が
、

邪
馬
台
国
は
「
倭
国
」
の
一
国
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
位
置
が
決
ま
ら
な
い
と
「
倭
国
」

の
範
囲
が
決
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の

点
、
中
国
で
は
『
魏
志
』
の
「
倭
国
」
は

九
州
に
あ
り
、
邪
馬
台
国
も
同
じ
地
域
に

あ
る
と
し
て
、
倭
国
（
九
州
）
と
倭
国
（
大

和
）
を
分
け
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
よ

う

に

分

か

れ

た

の

は

６

４

８

年

に

倭

国

（
九
州
）
の
使
者
が
唐
を
訪
れ
、
実
状
を

報
せ
て
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
倭
国
は
一 

       

つ
し
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
日
本
史
を
正

し
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、『
宋
書
』『
隋

書
』
『
唐
書
』
と
言
っ
た
中
国
史
書
の
お

世
話
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
「
倭
国
」
の

範

囲

を

中

国

と

一

致

さ

せ

て

お

く

こ

と

が
欠
か
せ
な
い
。 

１ 

国
書
不
提
出
事
件 

 

２
２
０
年
に
後
漢
が
滅
び
、
群
雄
が
割

拠

す

る

中

国

を

３

６

０

年

ぶ

り

に

統

一

し
た
の
が
隋
（
５
８
１
〜
６
１
７
）
で
あ

る
。
６
０
７
年
、
倭
の
遣
隋
使
小
野
妹
子

が
帰
国
の
際
、
隋
の
使
者
裵
世
清
と
同
道

し
た
が
、
途
中
百
済
に
国
書
を
奪
わ
れ
る

と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
大
切
な
国
書
を

奪
わ
れ
る
と
は
と
、
使
者
小
野
を
遠
島
に

す
る
案
も
出
さ
れ
た
が
、
聖
徳
太
子
の
と

り
な
し
で
何
事
も
な
く
済
ん
だ
。 

 

隋

煬

帝

の

積

極

政

策

が

仇

と

な

っ

て

隋
が
滅
び
、
唐
と
な
っ
た
の
が
６
１
８
年

で
あ
る
。
６
３
２
年
、
倭
の
遣
唐
使
犬
上

御

田

鍬

の

帰

路

に

同

行

し

た

の

が

唐

使

高
表
仁
だ
が
、
難
波
津
で
一
悶
着
あ
っ
た
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ら
し
い
。
『
書
紀
』
は
と
く
に
記
し
て
い

な
い
が
『
旧
唐
書
』
に
は
「
表
仁
、
綏
遠

の
才
な
く
、
王
子
と
礼
を
争
い
、
朝
命
を

宣
べ
ず
し
て
還
る
」
と
あ
る
。 

 

こ

の

二

つ

の

事

件

は

関

係

が

な

い

よ

う
に
思
わ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
理
由
に
よ

る
「
国
書
不
提
出
」
事
件
と
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
国
書
を
盗
ま
れ
た
り
、
礼
を
欠
い

た
か
ら
で
は
な
い
。
中
国
皇
帝
が
下
し
た

国
書
を
、
唐
の
使
者
が
相
手
の
国
王
に
渡

さ
な
か
っ
た
事
件
で
あ
る
。
な
ぜ
か
。
そ

れ
は
、
皇
帝
は
倭
国
（
九
州
）
の
王
に
渡

す
よ
う
下
命
し
た
の
だ
が
、
使
者
は
倭
国

（
大
和
）
の
国
王
の
も
と
に
連
れ
て
行
か

れ
た
た
め
、
使
者
と
し
て
は
国
書
を
渡
す

わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

『
隋
書
』
に
「
大
和
（
日
本
）
」
は
登
場

し
な
い
。
『
旧
唐
書
』
で
倭
国
（
九
州
）

と
倭
国
（
日
本
）
を
分
け
、
高
表
仁
を
派

遣
し
た
の
は
倭
国
（
九
州
）
で
あ
る
と
明

記
し
て
い
る
。
国
書
に
書
か
れ
た
宛
名
は

隋
・
唐
と
も
「
倭
国
王
」
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
同
じ
「
倭
国
王
」
で
あ
っ
て
も
違
い

の
わ
か
る
使
者
と
し
て
は
「
日
本
国
王
」

に
渡
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
彼
ら
は

「
国
書
盗
難
」
と
か
「
綏
遠
な
し
」
と
言

う
批
難
を
受
け
よ
う
と
も
「
使
者
の
使
命
」

は
護
っ
た
の
で
あ
る
。 

２
『
宋
書
』
の
記
事
削
除 

 

古
代
の
日
本
は
中
国
に
接
す
る
場
合
、

全
て
「
倭
国
」
を
名
乗
っ
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
あ
る
い
は
、
黙
っ
て
い
る
と
「
倭
国
」

と
さ
れ
た
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
倭
人

＝
倭
国
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
大
和
に

征
服
さ
れ
た
倭
国
（
九
州
）
は
、
そ
の
後

も

折

に

触

れ

て

中

国

北

朝

に

は

使

者

を

送
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
６
０
０
年
・
６
１

０
年
の
隋
、
６
４
８
年
の
唐
へ
の
遣
使
は

倭
国
（
大
和
）
で
は
な
く
、
倭
国
（
九
州
）

か
ら
と
推
定
し
て
い
る
。 

 

宋
（
劉
宋
４
２
０
〜
４
７
８
）
か
ら
斉

（
４
７
９
〜
５
０
１
）
・
梁
（
５
０
２
〜

５
５
６
）
と
遣
使
し
て
い
た
と
『
宋
書
』

に
書
か
れ
た
讃
（
仁
徳
）
〜
武
（
雄
略
、

武
烈
）
が
『
書
紀
』
に
現
れ
ず
、
雄
略
の

み
が
既
に
滅
ん
で
い
る
呉
国
（
２
２
２
〜

２
８
０
）
と
交
流
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
『
書
紀
』
に
拠
れ
ば
、
武
＝
雄
略

と

す

る

の

は

誤

り

に

な

る

が

、

こ

れ

は

『
書
紀
』
の
造
作
で
、
『
宋
書
』
が
正
し

い
。 

 

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
造
作
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
の
か
だ
が
、
天
武
・
持
統
は
７

０
２
年
遣
使
の
際
、
唐
に
対
し
て
歴
史
を

提
出
し
て
い
る
ら
し
い
。
そ
の
中
で
唐
に

対

し

言

い

訳

を

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

『
宋
書
』
に
出
て
く
る
倭
国
は
、
わ
れ
わ

れ

日

本

と

は

関

係

の

な

い

倭

国

が

お

こ

な
っ
た
こ
と
で
、
倭
国
（
大
和
）
で
は
南

朝
に
朝
貢
し
て
い
な
い
と
。
そ
の
た
め
、
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『
宋
書
』
の
記
載
す
る
倭
国
遣
使
の
記
事

は
全
て
『
書
紀
』
か
ら
削
除
し
、
倭
国
（
大

和
）
が
関
わ
っ
た
の
は
呉
国
が
交
流
を
求

め
て
き
た
こ
と
の
み
と
し
て
、
遣
使
し
た

年

度

も

違

う

雄

略

紀

の

み

載

せ

た

の

で

あ
る
。 

３
『
隋
書
』
、
『
唐
書
』
の
記
事 

 

次
に
『
隋
書
』
と
『
唐
書
』
の
記
事
を

表

に

掲

げ

た

の

で

見

て

い

た

だ

こ

う

。

『
隋
書
』
と
『
旧
唐
書
』
の
記
す
『
倭
国
』

は
「
東
西
五
月
行
、
南
北
は
三
月
行
」
で

一
致
し
て
い
る
か
ら
、
同
じ
国
で
あ
る
。

そ
し
て
、
『
隋
書
』
で
は
「
倭
国
」
し
か

な
い
。
「
日
本
国
」
は
『
旧
唐
書
』
で
始

め
て
登
場
す
る
が
、
表
に
は
な
い
７
０
２

年
遣
使
以
降
の
登
場
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以

前
は
倭
国
し
か
出
て
こ
な
い
。『
旧
唐
書
』

が
「
倭
国
」
と
『
日
本
国
』
を
分
け
て
記

し
て
い
る
の
を
、
日
本
の
学
者
は
「
倭
国

と

日

本

を

併

記

す

る

よ

う

な

不

体

裁

」

（

中

国

衛

視

日

本

伝 

石

原

道

博

編

訳 

岩
波
文
庫
）
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
編

者
が
邪
馬
台
国
大
和
説
な
の
で
あ
っ
て
、

『
旧
唐
書
』
の
方
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。 

４
『
日
本
書
紀
』
の
紀
年
延
長 

 

次
に
『
書
紀
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
述

べ
て
お
く
。
『
書
紀
』
の
紀
年
が
延
長
さ

れ

て

い

る

の

は

知

ら

れ

て

い

る

こ

と

だ

が
、
な
ぜ
延
長
さ
れ
た
の
か
と
な
る
と
、

誰
も
、
何
に
も
言
わ
な
い
。
わ
た
し
の
考

え
を
書
い
て
お
く
が
、
詳
細
を
書
く
と
長

く
な
る
の
で
、
要
点
だ
け
に
し
て
お
く
。 

 

６
６
３
年
、
倭
国
（
大
和
）
は
百
済
復

興
の
た
め
、
唐
・
新
羅
連
合
軍
と
朝
鮮
の

白
村
江
で
戦
い
、
大
敗
し
た
。
こ
の
戦
後

処

理

交

渉

と

７

０

２

年

遣

使

に

お

い

て

「
①
唐
は
魏
の
後
継
国
で
あ
る
。
②
魏
の

冊
封
国
で
あ
る
倭
国
（
九
州
）
を
攻
撃
す

る
意
図
は
無
い
。
③
倭
国
（
大
和
）
が
倭

国
（
九
州
）
の
一
国
で
あ
る
な
ら
証
拠
と

し
て
国
史
を
提
出
せ
よ
。
そ
う
す
れ
ば
唐

は
日
本
を
攻
撃
し
な
い
」
と
告
げ
た
と
見

ら
れ
る
。 

 

唐
か
ら
の
攻
撃
を
避
け
る
た
め
、
倭
国

（
大
和
）
で
は
神
功
皇
后
（
３
６
３
〜
３

８
９
）
を
『
魏
志
』
の
倭
国
女
王
卑
弥
呼

（
２
４
０
年
頃
活
躍
）
に
擬
定
し
た
史
書

を
つ
く
っ
た
。
神
功
の
紀
年
繰
り
上
げ
に

伴
い
、
他
の
天
皇
の
紀
年
も
繰
り
上
げ
た
。

こ
れ
が
『
書
紀
』
紀
年
を
延
長
し
た
理
由

で
あ
る
。
日
本
歴
史
の
紀
年
を
繰
り
上
げ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
倭
国
（
九

州
）
と
倭
国
（
大
和
＝
日
本
）
は
異
な
る

国
で
あ
っ
た
、
つ
ま
り
邪
馬
台
国
は
九
州

に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

５
『
日
本
紀
』
と
『
日
本
書
紀
』 

『
書
紀
』
は
唐
に
見
せ
る
た
め
に
作
ら
れ

た
史
書
で
あ
り
、
日
本
で
は
馴
染
み
の
な

い
北
方
韻
漢
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の

お
陰
か
、
唐
が
攻
め
て
く
る
こ
と
も
な
く
、
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『
旧
唐
書
』
で
は
倭
国
（
九
州
）
と
日
本

（
倭
国
ヤ
マ
ト
）
は
別
国
と
さ
れ
て
い
た

の
が
『
新
唐
書
』
で
は
倭
国
＝
九
州
＋
ヤ

マ
ト
＝
日
本
に
変
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り

日
本
が
倭
国
を
呑
み
込
ん
だ
の
が
、
倭
国

が
日
本
を
呑
み
込
ん
だ
こ
と
に
な
り
、
名

前
だ
け
は
「
日
本
」
を
使
っ
て
い
る
と
さ

れ
て
い
る
。 

『
書
紀
』
は
完
成
し
た
と
き
は
『
日
本
紀
』 

で
あ
っ
た
が
、
間
も
な
く
「
書
」
が
加
え 

ら
れ
『
日
本
書
紀
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に 

 

表 

『
隋
書
』
『
旧
唐
書
』
の
記
す 

倭
・
日
本 

な
っ
た
。
自
然
に
変
わ
っ
た
の
で
な
く
、 

上

か

ら

の

命

令

で

変

え

ら

れ

た

よ

う

で

あ
る
。
『
日
本
紀
』
で
は
据
わ
り
が
悪
い

の
で
、
「
書
」
を
加
え
て
『
日
本
書
紀
』

と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

因
み
に
、
『
続
日
本
紀
』
は
造
作
さ
れ
て

い
な
い
せ
い
か
、
そ
の
ま
ま
『
続
日
本
紀
』

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
『
続
日
本
書
紀
』
で

は
な
い
。
（
完
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
旧
唐
書
』
日
本
国
伝 

日
本
国
は
倭
国
の
別
種
な
り
。
（
中
略
）
そ
の
国
の
界
。
東
西
南
北
各
々
数
千
里
あ
り
、

西
界
南
界
は
咸
な
大
海
に
至
り
、
東
界
北
界
は
大
山
あ
り
て
限
り
を
な
し
、
山
外
は
即

ち
毛
人
の
国
な
り
と
。 

『
旧
唐
書
』
倭
国
伝 

倭
国
は
古
の
倭
奴
国
な
り
。
京
師
を
去
る
こ
と
一
万
四
千
里
、
新
羅
東
南
の
大
海
の
中

に
あ
り
、
山
島
に
依
っ
て
居
る
。
東
西
は
五
月
行
、
南
北
は
三
月
行
。
世
々
中
国
と
通

ず
。
そ
の
国
、
居
る
に
城
郭
な
く
、
紀
を
以
て
柵
を
為
り
、
草
を
以
て
屋
を
為
る
。
四

面
に
小
島
、
五
十
余
国
あ
り
、
皆
焉
れ
に
附
属
す
。 

『
隋
書
』 

倭
国
は
百
済
・
新
羅
の
東
南
に
在
り
。
水
陸
三
千
里
、
大
海
の
中
に
お
い
て
山
島
に
よ

っ
て
居
る
。
魏
の
時
、
訳
を
中
国
に
通
ず
る
も
の
三
十
余
国
あ
り
。
（
中
略
）
。
そ
の
国

境
は
東
西
五
月
行
、
南
北
は
三
月
行
に
し
て
、
各
お
の
海
に
至
る
。
そ
の
地
勢
は
東
高

く
し
て
西
下
る
。
邪
摩
堆
に
都
す
。
則
ち
『
魏
志
』
の
い
わ
ゆ
る
邪
馬
臺
な
る
者
な
り
。

古
い
う
、
「
楽
浪
郡
境
及
び
帯
方
郡
を
去
る
こ
と
幷
に
一
万
二
千
里
に
し
て
、
会
稽
の

東
に
在
り
、
儋
耳
と
相
近
し
」
と
。 


